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家 計の自助努力 に対す る影響 要因としての収入低 下と将来不安

生命保険文化センター生活研究部研究室　藤田　由紀子

β砂;　長引く景気低迷のなかで、家計の勤労収入は上昇しない・低下する・途絶するリ

スクを高めている。加えて高齢化のなかで一層上昇せざるをえない社会保険料率も、可処

分所得の非上昇や低下のリスクを高めている。家計は。収入リスクが高まるなかで、公的

年金の給付水準の低下が避けられないことなどから、将来へ向けて一層自助努力を行う必

要性の高まりに直面している。では最近、(1)実際にどれだけの家計で勤労収入が減少し

たのか、(2)将来収入に対する不安は広がっているのか。そして(3)収入の低下や将来不

安は。家計の自助努力､ すなわち貯蓄行動にどのような影響を及ぼしているのか｡(1) ～(3)

を明らかにすることを本研究の目的とし た。

方 肺丿 首都圏在住の35～49 才の正規雇用者1000 人(回収517 人)に対して、最近の家計収

入、支出、貯蓄の変化や将来収入の見通し、勤務先企業の経営施策の変更、公的年金制度

に対する不安感の有無や社会保険料の負担感などについて調査を行い。分析を行った。

避m-.　多くの勤務先企業で賞与の削減や処遇システムの変更等が行われており, 35 ～49

才の男性勤労者に限ってもここ2 ～3 年間で約25% で個人収入が減少した。収入が減少し

た人は、増えた人以上に将来収入に対して不安を抱いてい る割合が高い。また将来収入に

対する不安は｢ 月々の支出を抑制して貯蓄を増やす｣ という自m 努力を促進する影響がみ

られた。しかし一方で、世帯収入が減少した家計では貯蓄を減らしたり取り崩してい る割

合も高い。将来不安が収入減少と結びついており、かつ家計の支出硬直性が高い場合、自

助努力は必要性の認識とは裏腹に実際は行い にくいという結果が得られた。

2Gp-7　　 フ ァ ジ イ 回 帰 モ デ ル に よ る 外 食 費 の 研 究

○ 堤　 伸 子

（ 長 崎 大 ）

【 目 的 】 近 年 に お け る 食 の 外 部 化 の 進 展 は め ざ ま し い 。 一 般 に 消 費 行 動 は ， 所 得 や 価 格 な

ど の 経 済 要 因 の み な ら ず 社 会 環 境 の 変 化 に 影 響 さ れ, 消 費 者 の 主 観 的 判 断 に も 左 右 さ れ る 。

と り わ け ， 外 食 費 に つ い て は ， 個 人 の 生 活 ス タ イ ル や 価 値 観 が 顕 著 に 表 れ ， 外 食 費 の 伸 び

は 食 料 消 費 の 多 様 化 を 示 す も の で あ る 。 そ こ で ， 消 費 者 の 主 観 的 判 断 の あ い ま い 性 に 対 応

す る た め に ， フ ァ ジ イ 回 帰 モ デ ル に よ る 外 食 費 の 支 出 関 数 を 推 計 す る 。

【 方 法 】 入 力 デ ー タX  I―   （x  ,-,, X ,2，…，X /
 
）に 対 応 す る 出 力 デ ー タy  ／の 組 （xi ，y, ）（ ／

=  1, … ん）が 与 え ら れ た と き ， 線 形 回 帰 式y ＝a  0 十a  1 jf 1 十 …＋a   n   ズ 。を 仮 定 し て ， そ

の パ ラ メ ー タ ベ ク ト ル （ao ，ai ，….   a 。 を 推 計 す る 場 合 ，2 乗 誤 差 最 小 化 問 題 ， あ る い

は 絶 対 値 誤 差 最 小 化 問 題 が 解 か れ る 。 最 適 解 を･  ＊＝ （a 。＊，a, ＊ …， ら,＊） と お く と ， 線

形 回 帰 モ デ ル はy ＝ao ＊十a/xi 十…十ら ＊x^ ‥① に よ り 与 え ら れ る 。 デ ー タ （x,,    y, ）（ ／＝

1,
  -Ar

）と ① 式 に よ る 推 定 値 と の 差 は ，観 測 誤 差 と み ら れ ，正 規 分 布 に 従 う と 仮 定 さ れ る 。

こ れ に 対 し ， 推 定 値 と デ ー タ の ず れ は ， 入 出 力 関 係 を 表 す シ ス テ ム 構 造 の あ い ま い 性 に 依

存 し て い る と 仮 定 し ， パ ラ メ ー タ に あ い ま い 性 を 含 む フ ァ ジ イ 線 形 回 帰 式 を 推 計 す る 。 分

析 モ デ ル を ② 式 の よ う に 設 定 す る 。 ｙ は １ 人 当 た り 支 出 金 額 ，-f    1は １ 人 当 た り 所 得 ，A-  3

は相対価 格 ，X  iは 前 年 度 の １ 人 当 た り 支 出 金 額 で あ る 。

Logy=   （a 。，So ）a 十（si ，ei ）αLogJfi 十（a2 ，e^ ）αL）gXa十（a,,    ^2）αLog-^3… ②

【 結 果 】 適 合 度 α ＝0.5 と し て 推 計 し た 結 果 は ， 以 下 に 示 す と お り で あ る 。 こ れ よ り ， 所

得 は あ い ま い さ を も っ て 外 食 の 支 出 行 動 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 判 明 し た 。

Logy ＝（,3.072,  0.000）α＋ （0.557, 0.007 ）αL）g^f,十（-0.281,  0.000）αLogX2 ＋（0.600,  0.000）αLogjfg
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